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Abstract: This paper proposes a semantically-based analysis of the Japanese compound verb 
“-komu” and considers its change of state meaning to be more widespread than assumed in 
previous literature. Based on this observation, the author proposes pedagogy aimed at learners of 
Japanese whose native language is English to provide more comprehensive understanding of the 
uses of “-komu”. Forms in English expressing internal motion do not cover the same range of 
meanings as “-komu”, particularly in its change of state meaning. This paper offers concrete 
proposals to adapt pedagogy concerning Japanese compound verbs to meet the needs of learners of a 
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複合動詞「―こむ」と英語表現との対照研究 
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（2） 本を読みながら気になったところにメモを書きこんでおく。 




Design a building that blends into the cityscape.       （流動体の中へ） 
 
（4） 最新の家電製品には音声認識の機能が組みこまれているものがある。 
































るものの姫野が言及していない 49 の複合動詞を上回っている（付録 2 を参照）。すなわち、
複合動詞「―こむ」と英語表現との対照研究 






















び D タイプ（10）の例を挙げる。また、筆者による英訳も併記するが、into との対応がな
いのは一見してわかる。 
 
（9） a. 最近、朝晩はかなり冷えこむ。 
Recently, it’s been very cold in the mornings and evenings. 
b. 息子は風邪をこじらせて 3 日間寝こんでいた。 
   My son’s cold got worse and he stayed in bed for three days. 
 
（10） a. 夏合宿でかなり走りこんだおかげで、足腰が鍛えられた。 
   I trained hard at summer camp and my legs got stronger as a result. 
b. おいしいスープを作るには、一日かけて弱火でじっくり煮こむことが大切だ。 
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表 1 「－こむ」の意味分類（松田 2004：110） 
ニ格（～の中に）を伴う「－こむ」 ニ格を伴わない「－こむ」 



























タイプ）、内部移動の固着（B タイプ）、状態変化の固着（C タイプ）、状態変化（D タイプ）
のいずれかを表す。内部移動の意味が後項動詞自体によるのは A タイプのみという点に注
目されたい。この事実は、内部移動を中心に据えた分類では見えてこない。なお、松田は














解されるであろう。また、松田（2004：184）が D タイプを「A タイプと C タイプが結合
した形での派生用法」とする理由は不明である。C タイプは（11）のように無意志動詞化
表 2 松田（2004：110）に基づく「－こむ」の意味分類（本稿の筆者による修正案） 
ニ格（～の中に）を伴う「－こむ」 ニ格を伴わない「－こむ」 
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が起こる特徴があるが、これは D タイプが表す「目的のため（「満足できる状態」に向かっ
て）反復的にまたは長時間にわたってその行為を熱心に行う」（同上、下線は松田）意味と
は性質が異なる。次節で述べるように、D タイプはむしろ B タイプとの類似性において捉
えるのが適切である。 
 










（13） 彼は客の苦情に困りこんでいた。  （複合動詞レキシコン、下線は筆者） 
 
松田（2004）は姫野（1987）では見逃された共通点（「固着化」・「濃密化」＝C タイプの





















































部移動」のタイプ数は 51（75％）、トークン数は 101804（およそ 78％）と、姫野の主張を
概ね裏付けているようにみえる。 
続いて、「内部移動」を表す「－こむ」が概ね松田（2004）の A タイプに相当すると考え
る本稿の立場から同様の調査を行った。なお、多義性の問題（すなわち、B タイプや D タ
イプとされる複合動詞に A タイプの用法もあるため、それらの動詞を B タイプや D タイプ
として扱うと A タイプの割合が低く計算されるというおそれ）に対処するために、松田が
D タイプの典型例とする「走りこむ」の全用例を A タイプとして計算した。その結果、「内
部移動」はタイプ数としては 33、トークン数としては 73188 と、それぞれ全体のおよそ 49％
















































移動〉の概念にかかわる状態変化表現の対照を記述する。そのため、表 3 は図 2 より細か
く分類されている。 
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動詞＋in, into など： 
fly/jump in(to),  
ii. 定着 







stay (with one’s employer/ 



















b. （他）： 使い、煮、 
練り、磨き 
〈過程・結果〉 
(in)to を含む結果構文/way 構文： 
run (her way) into shape 
 
 
(in)to を含む結果構文/way 構文： 





































age heavily, sleep/think deeply 
deep in+名詞 




plant carefully, apply thickly, 
hug tightly 
 
接頭辞 in を含む動詞： 

























し分けると、英語の表現は “finish putting on clothes”（「着る」の起動的（inchoative）




















（15） a. Run Into Shape: 30-Day Running Challenge.         （オンラインxii） 
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（16） a. The acorn rolled its way down the hill. 
b. He chuckled his way down the street. 


































表 4 「－こむ」の状態変化用法における特徴 
 
種類 事態の単複 状態変化の要因 自他 ニ格名詞 
ii. 定着 単数事態 行為の蓄積 自 有 
iii. ものの量の増加 単数事態 ものの蓄積 他 無 
iv-a. 動作の反復 複数事態 行為の蓄積 自 無 
iv-b. 動作の継続 単数事態 行為の蓄積 他 無 
v-b. 動作の程度の増加 単数事態 行為の蓄積 他 有 
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以上、本稿の「－こむ」分類を提案した。改めて松田（2004）の提案と比べると、松田





























「塗りこむ」対 paint in（red/the gaps）“（隙間を・赤く）塗る”、「炊きこむ」対 cook in
（broth/an oven）“（だしで/オーブンで）調理する”、「送りこむ」対 send in, send off, dispatch
など。これらの例が示唆するのは、in の多様性、また「－こむ」に対して複数の前置詞が
対応し得ることである。 
 最後に、in が接頭辞のように英語の動詞に前置する場合がある。前節で言及した implant
（埋めこむ）や instill（教えこむ）以外に include（詠みこむ）、inhale（吸いこむ）が挙
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〇 〇 〇 〇 
対象 押し、叩き、 
引きなど 
〇 〇 〇 〇 
個体の中 
への移動 
主体 食い、のめりなど 〇 〇 〇 〇 
対象 塗り、埋め、 
刷りなど 
〇 〇 〇 〇 
流動体の中 
への移動 
主体 溶け、もぐりなど 〇 〇 〇 〇 




主体 しみ、紛れなど 〇 〇 〇 〇 









〇 〇 × 〇 
その他 のぞき、見、 
当てなど 
× × × × 
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x Walková（2017：606）は英語の命令文における Come on, eat up!（「はやく食べなさい！」）のような
up の強調的な用法を指摘している。この表現は聞き手に食べる行為を促しており、食べきるように命じて
いるのではない。英語における「ものの量の増加」と「完了」との接点が見て取れる例である。 
xi Beavers（2008）は前置詞句を結果述語とする結果構文について考察しているが、to と into の使い分け
はまだ十分明らかにされていないと思われる。 








（i） ??Squeeze the lemon into the glass 
（ii） Break the eggs into the bowl 
xvi 本稿の筆者による「隙間のある集合体または組織体の中への移動」の省略である。 
